
 

 

 

日本インディアカ協会|Japan Indiaca Association 公式サイト (japan-indiaca.com)ＨＰより引用 

◎特徴 

バドミントンコートと同じ大きさのコートで、バレーボールに似たルールで行う競技 

手で扱うことが出来るため、比較的容易に運動をしやすい。 

４枚の羽根がスピードを緩めるため、性別、年齢を問わず運動をすることが出来る。 

 

◎使用する道具 

 インディアカボール ／ バドミントンネット ／ バドミントン支柱 

 

◎遊び方 

競技ルールは別紙を参照ください。 

※日本ではレクリエーションルールなどがあり。 

詳細は、「ルール | 一般社団法人日本インディアカ協会 (japan-indiaca.com)」参照 

 

◎写真 

   

インディアカボール 

 

◎その他 

バドミントンネットや支柱をお貸しすることが可能です。 

屋外にも設置出来るようになっておりますので、お問い合わせください。 

  

インディアカ 

http://www.japan-indiaca.com/
http://www.japan-indiaca.com/indiacarule/


インディアカ競技規則（抜粋） 

ルール | 一般社団法人日本インディアカ協会 (japan-indiaca.com)HP より引用 

1. 競技を行うコートは、6.10ｍ×13.40ｍの長方形でバドミントンコートと同じサイ

ズである。 

2. コート内競技者は４名（男女混合は２～３名の女子がいること）で、交替競技者を

４名までおくことができる。 

3. ネットの高さは、シニア女子 1.85ｍ、シニア男女混合・シニア男子・女子 2.00

ｍ、男女混合と男子 2.15ｍとする。 

4. 競技用具は（社）日本インディアカ協会公認のインディアカボールを使い、クッシ

ョンの入った平たいパッドの部分を素手で打つ。 

5. インディアカボールを肘から先の片手（ネットを越えてくる第１打とブロックは両

手を使っても良い）でプレーし、ネットを越えて相手側コートに打ち込み、インデ

ィアカボールが相手側コートに落とすことにより得点となる。 

6. 競技開始前にサービス（あるいはレシーブ）を選ぶかコートを選ぶかをキャプテン

のジャンケンで決める。 

7. コート内での競技者は、前列３名、後列１名に分かれ、左右及び前後の競技者は足

が触れ合わないように位置する。 

8. 前列競技者（３名）は、どの位置からもアタックプレーができ、ブロッキングにも

参加できるが後列競技者（１名）は、アタックライン後方からのアタックプレーは

できるがフロントゾーンでのアタックプレー及びブロッキングに参加することはで

きない。 

9. サービスは後列に位置する競技者がコートのエンドラインの外側からアンダーハン

ドで行う。 

10.サービスは１回とし、インディアカボールがネットに触れた場合は失敗となる。ま

た、相手側に得点されるまで同じ競技者がサービスを行う。 

11.競技は２１点を１セットとして３セットマッチで行い、２セット先取したチームが

勝者となる。なお、得点はラリーポイント制とする。 

12.インディアカボールがネットを越えて相手側に打ち返すまでの打球許容回数は３回

に限られている。ただしブロッキングまたはネットプレーが含まれるプレーの場合

はこの限りではない。 

http://www.japan-indiaca.com/indiacarule/


 

 

13.競技がインプレーのとき、プレーヤーはセンターラインを踏み越えてはならない。 

14.同じ競技者が２度続けてインディアカボールに触れてはならない。ただしブロッキ

ングとネットプレーをしたときはこの限りではない。 

15.相手側コートのインディアカボールに触れてはならない。ただしアタックをした後

に手がネットを越えてしまっても反則とはならない。 

16.ブロッキングは前列競技者３名が両手を使って行っても良い。また、打球許容回数

として数えないし、ブロッキングをした競技者は続いてインディアカボールに触れ

ても反則とはならない。 

17.競技がインプレーの状態にあるとき、身体、衣服のどの部分でもネットに触れた場

合、また、アタック及びブロッキングの際にネットに触れた場合は反則となる。 


